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当第２四半期におけるわが国経済は、いわゆる『アベノミクス』以降の政府による経済政策などの効

果もあり、企業収益には改善の動きが見られ、消費動向も個人の消費マインドに改善の兆しが表れるな

ど、日本経済は全体として景気回復の側面が徐々に表れておりますが、海外景気に対する不安感や中国

経済の停滞は払拭されてはおらず、かつ個人の所得環境が好転してはいない現状を考えると、依然とし

て先行き不透明な状況は脱していないとも考えられます。 

その中にあって外国為替市場は、まず７月の米ドル／円相場は、99円台前半からスタートし、米雇用

統計の改善などを受けて５月下旬以来となる101円台半ばまで上昇いたしましたが、日銀金融政策決定

会合で現行政策が据え置かれたことや米ＦＲＢ議長が早期利上げに対して否定的な発言を行ったことな

どから円売り米ドル買いの流れは弱まり、一転、98円台前半まで米ドルが急落すると、円安材料の出尽

くし感が強まったことや国内株式市場も調整色を強めると米ドルの上値は抑えられ、97円台後半での越

月となりました。８月に入ると、月初こそ良好な米景気指標などから100円を目指す展開となりました

が、米雇用統計数値の鈍化から米ドル／円は一気に95円台後半まで円高米ドル安に推移し、米欧や中国

の良好な景気指標と日本の法人税減税検討報道などで米ドルは徐々に底堅さを増し99円台を回復するも

のの、中東情勢への不安などを背景に96円台後半から99円台のレンジで推移した後、月末は98円台前半

で越月いたしました。９月に入ると、前月と同様に米欧や中国の良好な景気指標を受けて100円台前半

まで円安米ドル高が進行するも、米雇用統計が市場予想を下回り、一時98円台半ばまで米ドルが急落い

たしましたが、東京五輪開催決定を受けた日本株の上昇、シリアへの軍事介入回避などを受けて再び

100円台後半まで米ドルが持ち直しましたが、その後は一転、米ＦＯＭＣで米ＦＲＢが量的緩和縮小を

見送ったことでこの問題に対する不透明感が残ったことや米財政議会を巡る警戒感が強まったことなど

を背景に、97円台まで円高米ドル安が進行し第２四半期末を迎えました。 

米ドル／円以外に目を向けると、129円台半ばからスタートしたユーロ／円は、ＥＣＢのフォワー

ド・ガイダンス導入などを受けた低金利長期化観測から130円前後で一進一退の攻防が続き、ユーロ圏

の景況感改善、米ＦＲＢの量的緩和縮小観測などを背景にしたリスク回避やユーロ圏景気の底入れ期待

などから127円台から132円台後半での推移を見せておりましたが、９月以降、中旬にかけて、中東情勢

への不安後退やユーロ圏の景気指標の改善、米量的緩和縮小見送りなどを受けてリスク選好の動きが強

まり、一時134円台まで円安ユーロ高が進行いたしましたが、第２四半期末に向けては、ＥＣＢによる

新たな長期流動性資金供給への期待が高まる中、ユーロが弱含みで推移いたしました。 

 このような状況下において当社は、本年３月に東京証券取引所市場第二部への上場後、外国為替市場

におけるボラティリティの高まりを受けて、ＦＸ市況を解説する動画やタイムリーに情報提供するレポ

ート類などを用いて、相場情報や戦略・戦術情報のためのコンテンツの充実を強化し、また、メディア

３社（日経ＣＮＢＣ社、月刊ＦＸ攻略．ｃｏｍ社、ラジオＮＩＫＫＥＩ社）の協力のもと、「全国セミ

ナープロジェクト」と題して北は札幌から南は沖縄まで全国主要６都市で大規模リアルセミナーを開催

し、資産運用について学ぼうと積極的に取り組んでいる投資家やさらなるレベルアップを試みている投

資家の運用力の向上を図るべく、為替・株式などの市場動向や、ＦＸ取引の基礎から実践まで、お客様

一人一人のレベルに合わせたセミナーを全国規模で開催するなどしてきたことにより、新しい顧客を効

果的に獲得することができ、顧客口座数は前年同期末の47,459口座から13,873口座増加し、61,332口座

（前年同期比29.2％増）へと拡大いたしました。預り資産残高については、第１四半期と同様に順調な

顧客獲得ペースに比例した新規顧客による預託金の入金、当社のサービスを享受した既存顧客からの順
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調な追加入金と運用益の積み上げなどによる要因もあり、第２四半期末日で45ヶ月連続して預り資産残

高が増加するとともに、創業来最高の残高を更新し続けています。 

業績面に関しては、外国為替市場におけるボラティリティの高騰や、当社の営業戦略と顧客の売買環

境とがマッチして過去最高となる四半期営業収益を計上した第１四半期から一変し、第２四半期以降は

ボラティリティの急低下と、いわゆる“夏枯れ相場”により総推移が大きく減少したことなどが取引高

の低下に大きく影響を与えましたが、前年同期との比較では、預り資産残高や顧客口座数などのベース

アップが営業収益の下振れラインを上昇させている要因などもあり、営業収益は2,962,306千円（前年

同期比123.5％増）と、第２四半期累計期間としては過去最高の営業収益となりました。営業費用に関

しては、前年同期と比べて人員数の増加や顧客取引高の増加に伴うポイントプログラム等のコストの増

加、また、事業の拡大と効率化を図るために、本年９月に東京都中央区京橋にあった旧本社と東京都江

東区青海にあったＭ２Ｊベイスクエアを東京都港区赤坂の新本社に集約させたことで発生した移転に係

る費用などを計上したことで、1,314,856千円（前年同期比16.9％増）となり、営業利益は1,647,450千

円（前年同期比720.5％増）と大幅な増益となりました。営業外収益は受取利息等の計上により2,309千

円、営業外費用は支払利息等の計上により4,253千円となった結果、経常利益は1,645,506千円（前年同

期比741.2％増）と、営業利益と同じく大幅な増益となりました。特別損益科目は計上がないため、税

引前四半期純利益は1,645,506千円（前年同期比741.2％増）、法人税等合計額として626,962千円計上

した結果、四半期純利益は1,018,544千円（前年同期比783.3％増）となりました。なお、第１四半期終

了時点で会計年度での過去最高益を計上した前事業年度の営業利益、経常利益、当期純利益の全ての数

値を上回っておりましたが、引き続き各段階での利益を計上したことにより第２四半期はその積み上げ

を行うことができました。 

なお、平成26年３月期第１四半期に係る定性的情報については、平成25年８月８日に開示した『平成

26年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）』をご参照ください。  

  

①資産、負債及び純資産の状況 

前事業年度末から当第２四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べて5,411,934千円増加し、47,803,130千円となりました。これは主に、流動資

産のうち現金及び預金が328,398千円、分別管理信託が4,610,010千円、前払費用が36,706千円、繰延税

金資産が44,672千円増加したこと、さらに、固定資産のうち、本社及びＭ２Ｊベイスクエアの移転に伴

うものや、新本社移転先への保証金の差入れで差入保証金が大幅に増加していることなどで、有形固定

資産が171,223千円増加し、投資その他資産が230,917千円増加したためであります。 

負債総額は前事業年度末と比べて4,421,137千円増加し、42,805,875千円となりました。これは主

に、流動負債のうち顧客預り勘定が2,828,254千円、短期借入金が205,000千円、未払法人税等が

221,780千円、未払金が50,634千円、外国為替取引評価勘定(流動負債)が745,608千円それぞれ増加し、

資産除去債務（流動負債）を74,355千円計上したこと、また、本社移転と今後の設備投資等の資金とし

て借入れを行い、１年内返済予定の長期借入金が99,996千円、長期借入金が180,004千円それぞれ流動

負債及び固定負債で増加したためであります。 

 純資産額は前事業年度末と比べて990,797千円増加し、4,997,254千円となりました。これは主に、剰

余金の配当が219,361千円ありましたが四半期純利益を1,018,544千円計上したことにより、利益剰余金

が799,183千円増加したこと、また、新株予約権の行使に伴う自己株式の処分により、その他資本剰余

（２）財政状態に関する説明
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金が49,098千円増加し、自己株式が150,727千円減少したことによるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前事

業年度末と比較して、1,361,627千円の増加となり、残高は3,399,246千円となりました。各キャッシ

ュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。  

［営業活動によるキャッシュ・フロー］  

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を1,645,506千円、減価償却費を193,991

千円計上したこと、外国為替取引評価勘定（流動負債）が745,608千円、前払費用が36,706千円それぞ

れ増加し、未払金が34,425千円減少したこと、そして、法人税等の支払いとして440,598千円支出した

ことなどにより、1,341,236千円の増加（前年同期は86,089千円の増加）となりました。 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］  

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による59,458千円の支出、本社及びＭ２

Ｊベイスクエアの移転に伴う230,526千円の保証金の差入れ、また、移転に伴う有形固定資産の取得に

よる146,403千円の支出等により、436,884千円の減少（前年同期は420,872千円の減少）となりまし

た。 

［財務活動によるキャッシュ・フロー］   

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れの実施による300,000千円の収入と返済による

95,000千円の支出、長期借入れの実施による300,000千円の収入と返済による20,000千円の支出、さら

には、配当金の支払いによる219,361千円の支出や役職員のストック・オプションの行使による191,636

千円の収入などにより、457,274千円の増加（前年同期は133,498千円の増加）となりました。 

  

当社の業績は、外国為替市場や株式市場などの相場動向や市場流動性などのマーケット環境、ならび

に、国内外の経済環境などに大きく左右され、これらの複合的な影響などについて正確な予測を行うこ

とは困難であるため、業績予想を開示しておりません。一例として、当第２四半期累計期間は、前々四

半期及び前四半期に見られた外国為替市場におけるボラティリティの高騰は影を潜め、「夏枯れ相場」

と言われるほどボラティリティの低下が著しく、現在においてもその余波が続いております。そのた

め、当社の業績に関して将来の予測を行う際は、十分に考慮される必要があります。  

なお、その将来の予測を補完する手段として、当社は、業績予想の開示にかわる代替手段として、顧

客口座数、預り資産残高、ならびに、営業収益の３項目について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達シス

テム）を通じて月次ベースで開示しております。また、業績に大きく影響を与える営業費用の動向につ

いては、四半期毎に開催している決算説明会に用いる資料に次四半期における予測数値をレンジで補足

すると同時に、この資料については開示いたします。  

  

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。  

  

（会計上の見積りの変更） 

当社は、第１四半期会計期間に本社移転の決定を行い、平成25年９月に本社を移転いたしました。こ

れにより、第１四半期会計期間より移転に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を短縮し将来

にわたり変更いたしました。 

また、移転前の本社の不動産賃借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について

も、償却に係る合理的な期間を短縮し将来にわたり変更いたしました。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の減価償却費及び資産除去債務の償却に係

る合理的な期間短縮により増加する費用は105,505千円であり、営業利益、経常利益及び税引前四半期

純利益は、それぞれ同額減少しております。 

  
 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

㈱マネースクウェア・ジャパン（8728）平成26年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

-- 5 --



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,419,996 2,748,394 

分別管理信託 39,102,841 43,712,852 

前払費用 37,546 74,252 

繰延税金資産 49,196 93,869 

その他 8,451 6,237 

流動資産合計 41,618,033 46,635,605 

固定資産   

有形固定資産 187,161 358,385 

無形固定資産 486,134 478,355 

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 121,000 

関係会社株式 16,201 16,201 

長期前払費用 117 － 

差入保証金 80,206 310,732 

その他 3,336 3,844 

投資損失引当金 △120,995 △120,995 

投資その他の資産合計 99,865 330,783 

固定資産合計 773,161 1,167,524 

資産合計 42,391,195 47,803,130 
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

顧客預り勘定 37,281,333 40,109,588 

外国為替取引評価勘定 140,074 885,682 

短期借入金 20,000 225,000 

1年内返済予定の長期借入金 40,000 139,996 

資産除去債務 － 74,355 

未払金 255,425 306,060 

未払法人税等 452,040 673,821 

ポイント引当金 31,226 37,293 

その他 14,489 11,461 

流動負債合計 38,234,591 42,463,259 

固定負債   

長期借入金 80,000 260,004 

資産除去債務 67,397 67,549 

繰延税金負債 2,748 15,062 

固定負債合計 150,146 342,616 

負債合計 38,384,737 42,805,875 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005 

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005 

その他資本剰余金 36,112 85,211 

資本剰余金合計 1,165,117 1,214,216 

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,795,878 2,595,061 

利益剰余金合計 1,795,878 2,595,061 

自己株式 △225,396 △74,669 

株主資本合計 3,959,604 4,958,613 

新株予約権 46,852 38,641 

純資産合計 4,006,457 4,997,254 

負債純資産合計 42,391,195 47,803,130 
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 1,325,658 2,962,306 

営業収益計 1,325,658 2,962,306 

営業費用   

販売費及び一般管理費 1,124,882 1,314,856 

営業利益 200,776 1,647,450 

営業外収益   

受取利息 247 1,479 

受取保険金 106 － 

その他 47 829 

営業外収益合計 401 2,309 

営業外費用   

支払利息 5,192 3,376 

支払手数料 8 － 

その他 362 877 

営業外費用合計 5,563 4,253 

経常利益 195,613 1,645,506 

税引前四半期純利益 195,613 1,645,506 

法人税、住民税及び事業税 78,354 659,320 

法人税等調整額 1,954 △32,358 

法人税等合計 80,308 626,962 

四半期純利益 115,305 1,018,544 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 195,613 1,645,506 

減価償却費 94,651 193,991 

株式報酬費用 8,136 － 

受取利息 △247 △1,479 

支払利息 5,192 3,376 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2,301 6,066 

為替差損益（△は益） 172 △1 

分別管理信託の増減額（△は増加） △2,396,108 △3,576,780 

前払費用の増減額（△は増加） △52,400 △36,706 

未払金の増減額（△は減少） △5,327 △34,425 

短期差入保証金の増減額（△は増加） △38,000 － 

顧客預り勘定の増減額（△は減少） 2,632,923 2,828,254 

外国為替取引評価勘定(流動資産)の増減額(△は
増加)

△220,652 － 

外国為替取引評価勘定(流動負債)の増減額(△は
減少)

－ 745,608 

その他 1,783 9,250 

小計 228,037 1,782,661 

利息の受取額 247 2,549 

利息の支払額 △5,192 △3,376 

法人税等の支払額 △137,003 △440,598 

営業活動によるキャッシュ・フロー 86,089 1,341,236 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,000 △1,600,000 

定期預金の払戻による収入 400,000 2,000,000 

定期預金の担保差入による支出 △200,000 △400,000 

有形固定資産の取得による支出 △13,284 △146,403 

無形固定資産の取得による支出 △88,769 △59,458 

差入保証金の差入による支出 △10,515 △230,526 

差入保証金の回収による収入 260 － 

関係会社出資金の払込による支出 △8,055 － 

その他 △508 △496 

投資活動によるキャッシュ・フロー △420,872 △436,884 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 400,000 300,000 

短期借入金の返済による支出 △160,000 △95,000 

長期借入れによる収入 － 300,000 

長期借入金の返済による支出 △20,000 △20,000 

配当金の支払額 △85,568 △219,361 

自己株式の取得による支出 △932 － 

ストックオプションの行使による収入 － 191,636 

財務活動によるキャッシュ・フロー 133,498 457,274 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △172 1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △201,457 1,361,627 

現金及び現金同等物の期首残高 1,529,957 2,037,618 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,328,499 3,399,246 

㈱マネースクウェア・ジャパン（8728）平成26年３月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）

-- 9 --



  

該当事項はありません。  

該当事項はありません。 

当社は、外国為替証拠金取引及びその関連事業等の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。 

  

前事業年度 

（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 
  
当事業年度 

（注）当社は、平成25年10月１日付で普通株式１株につき200株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 

（セグメント情報等）

４．補足情報

各四半期会計期間に係る営業収益等

 

第１四半期
(自 平成24年４月１日

至 平成24年６月30日)

第２四半期
(自 平成24年７月１日

至 平成24年９月30日)

第３四半期
(自 平成24年10月１日

至 平成24年12月31日)

第４四半期
(自 平成25年１月１日

至 平成25年３月31日)

営業収益 (千円) 746,369 579,289 803,294 1,588,932

営業利益 (千円) 176,543 24,232 229,639 886,078

経常利益 (千円) 174,075 21,538 230,240 885,841

税引前 
四半期純利益

(千円) 174,075 21,538 230,240 880,543

四半期純利益 (千円) 103,935 11,369 140,502 545,065

１株当たり 
四半期純利益金額

(千円) 10.93 1.20 14.78 57.09

第１四半期
(自 平成25年４月１日

至 平成25年６月30日)

第２四半期
(自 平成25年７月１日

至 平成25年９月30日)

営業収益 (千円) 1,930,267 1,032,039

営業利益 (千円) 1,330,494 316,955

経常利益 (千円) 1,328,735 316,770

税引前 
四半期純利益

(千円) 1,328,735 316,770

四半期純利益 (千円) 845,102 173,441

１株当たり 
四半期純利益金額

(千円) 82.42 16.48
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